
■ × 食育事例発表会

【成果】

【取組概要】

食育活動の幅広さをＰＲし、食育活動を行う団体等の連携や活動を促進するため、「地産地消×和食給食」をテーマに、令和５年度北海道学校
給食コンクールで受賞した献立を考案した栄養教諭から取組事例を紹介する事例発表会を開催。併せて受賞した献立の試食を行うことで、地産地
消及び日本型食生活の実践促進を図った。

○開催日：令和６年９月14日（土）第１部 12:00～12:30 第２部 15:00～15:30
○参加者：親子100組（各部50組）
○場 所：サッポロさとらんど交流館（札幌市）
○試食品：木古内町立木古内小学校献立、陸別町立陸別小学校献立

■ 木古内町立木古内小学校 栄養教諭 初岡 杏 氏

・令和５年度に初めて中学生を対象に「地元給食コンクール」を実施。地場産物
を最低でも1点以上使用することを条件に、給食メニューを夏休み中の家庭科
の課題として考えてもらった。
・これまで給食で提供実績が無かった「エゾシカ」、「木古内産の秋鮭」、「木古
内産のみそ」についても、漁業組合等の協力を得て、提供することができるよ
うになった。
・中学生が考案したメニューということもあり、地元給食の日は、残食率も低く、
また食べたい、おいしかったなど多くの感想が寄せられる。
地元給食の日は、朝から給食の話で持ちきりになる。

■ 陸別町立陸別小学校 栄養教諭 北本 結可子 氏

・陸別町はエゾシカの生息地に適しており、古くから食べ物や様々な道具として
活かし大切にしてきた経過。近年は個体数が増加し、様々な被害が出ている
ことから、狩猟し焼却処分されていたが、昔のように資源として有効活用でき
ないかと考え、鹿肉の利活用を行っている。
・学校給食に提供した際には、地元の製造業者から子どもたちへメッセージを
いただき、映像としてお伝えした。子どもたちに学校給食に携わる方の声を直
接届けることができるのも、地産地消の強み。
・陸別町では給食センターに食育ほ場を備えており、給食センターの職員に
よって学校給食用の作物を栽培。秋になると小学生や保育園の収穫体験に
活用。
・地域との繋がりとしては、町民給食試食会の開催や、しばれフェスティバルで
の給食レシピの提供や出店協力。

食育活動への理解関心の向上や地産地消及び日本型食生活の実践促進に繋
がった。
【参加者の声】
・久しぶりに給食と対面して嬉しかった。子どもも札幌以外の給食を食べて勉強
になったようだった。
・給食を食べて主食、主菜、副菜の大切さが分かった。各学校での取組を知るこ
とができ、勉強になった。
・栄養教諭をしているが、他市町村の給食を食べる機会が少ないので、貴重な
機会となった。
【アンケート結果】
産地や生産者を意識する 25.0% UP 主食・主菜・副菜を揃える 16.7% UP

■ 木古内町立木古内小学校 献立

・麦ごはん
・鮭とほうれん草の春巻き
・にらともやしのおひたし
・こうこう汁
・牛乳

■ 陸別町立陸別小学校 献立

・麦ごはん
・鹿かつみそだれがけ
・小松菜の梅おかか和え
・陸別かぼちゃの団子汁
・牛乳


